
平成29年８月10日 県立教育研究所

奈良県教育委員会事務局 学校教育課

指導主事 仲田 千鶴

平成29年度

小学校新教育課程説明会
家庭科



本日の説明内容

Ⅰ. 家庭科改訂の基本的な考え方

Ⅱ. 家庭科の改訂の要点

Ⅲ. 家庭科の目標及び内容

Ⅳ. 指導計画の作成と内容の取扱い

Ⅴ. 移行措置について



Ⅰ 家庭科改訂の基本的な考え方

１ 成果と課題を踏まえた家庭科、技術家庭科の改訂の趣旨

(1)成果
児童生徒の学習への関心や有用感が高い

(2) 課題
〇 家庭の一員として協力することへの関心が低い
〇 家族や地域の人々と関わることが十分ではない
〇 家庭での実践や社会に参画することが十分ではない
〇 家族・家庭生活の多様化
消費生活の変化
グローバル化
少子高齢社会の進展
持続可能な社会の構築
今後の社会の急激な変化に主体的に対応すること



(3) 育むべき資質・能力

実践的・体験的な学習活動を通して、家族・
家庭、衣食住、消費や環境等についての科学
的な理解を図り、それらに係る技能を身に付け
るとともに、生活の中から問題を見出して課題
を設定し、それを解決する力や、よりよい生活
の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとす
る態度等を育成することを基本的な考え方とす
る。





２ 家庭科の具体的な改善事項

(1) 指導内容の示し方の改善
〇 小・中・高等学校の内容の系統性の明確化
〇 空間軸と時間軸という二つの視点からの学
校段階に応じた学習対象の明確化
〇 学習過程を踏まえた改善



(2)教育内容の見直し
〇 「家族・家庭生活」
「衣食住の生活」 に関する３つの内容で構成
「消費生活と環境」

〇 家庭生活を大切にする心情を育むための学習活動の充実
〇 人とよりよく関わる力を育成するための学習活動の充実
〇 食育を一層推進するための学習活動の充実
〇 消費生活や環境に配慮した生活の仕方に関する内容の充
実

〇 衣食住の生活において、日本の生活文化の大切さに気付
く学習活動の充実

〇 家庭や地域と連携を図った生活の課題と実践に関する指
導事項の設定
〇 基礎的な知識・技能を確実に身に付けるために、一部題材
の指定



Ⅱ. 家庭科の改訂の要点
１ 目標の改善

育成を目指す資質・能力を三つの柱により明確にし、全体
に関わる目標を柱書として示すとともに、

(1)として「知識及び技能」
(2)として「思考力・判断力・表現力等」
(3)として「学びに向かう力、人間性等」

の目標を示す。
質の高い深い学びを実現するために、家庭科の特質に応

じた物事を捉える視点や考え方（見方・考え方）を働かせるこ
とについて示す。

※学年目標については、教科の目標としてまとめて示す。



家族や家庭、衣食住、消費や環境などに
係る生活事象を、協力・協働、健康・快適・
安全、生活文化の伝承・創造、持続可能な
社会の構築等の視点で捉え、よりよい生活
を営むために工夫をすること。

生活の営みに係る見方・考え方





(ｱ) 内容構成の改善
小・中・高等学校の内容の系統性の明確化
小・中学校においては
「Ａ家族・家庭生活」、 「Ｂ衣食住の生活」、「Ｃ消費生活・環境」

の三つの枠組みに整理
〇 空間軸と時間軸の視点から学校段階別に学習対象を整理
〇 各項目は、指導事項ア、イで構成

ア 「知識及び技能」の習得
イ 「思考力・判断力・表現力等」の育成

(ｲ) 履修についての改善
〇 「Ａ家族・家庭生活」の(１)のアについては、ガイダンスとして、
第５学年の最初に履修させる

〇 「Ａ家族・家庭生活」の(４)については、２学年間で一つ又は
二つの課題を設定して履修させる。

２ 内容の改善

内容については、項目ごとに、育成すべき資質・能力を三つの柱
に沿って示すことが基本であるが、特に「学びに向かう力、人間性
等」については、教科目標においてまとめて示す。



(ｳ) 社会の変化への対応
〇 家族・家庭生活に関する内容の充実
「Ａ家族・家庭生活」において
幼児又は低学年の児童、高齢者など異なる世代の人々との

関わりに関する内容を新設
〇 食育の推進に関する内容の充実

「Ｂ衣食住の生活」の食生活に関する内容
食事の役割
調理の基礎 で構成
栄養を考えた食事

〇 日本の生活文化に関する内容の充実
「Ｂ衣食住の生活」においては
和食の基本となるだしの役割や季節に合わせた着方や住

まい方など、日本の伝統的な生活について扱う
〇 自立した消費者の育成に関する内容の充実

「Ｃ消費生活・環境」においては
「買物の仕組みや消費者の役割」に関する内容を新設
消費生活や環境に配慮した生活の仕方に関する内容を改善

中学校との系統性

基礎的・基本的な知識
及び技能の確実な習得



(ｴ) 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を図るための内
容の充実
〇 実践的・体験的な活動を一層重視する
〇 調理及び製作においては、一部の題材を指定する

(ｵ) 知識及び技能を実生活で活用するための内容の充実
〇 「Ａ家族・家庭生活」の内容に「家族・家庭生活についての課
題と実践」を新設

・ Ｂ、Ｃの内容と関連を図る
・ 一つ又は二つの課題を設定する
・ 実践的な活動を家庭や地域などで行う

(ｶ) 「生活の営みに係る見方・考え方」との関連を図るための内容の
充実
〇 「Ａ家族・家庭生活」の(1)「自分の成長と家族・家庭生活」のア
で触れる「生活の営みに係る見方・考え方」における協力、健康・
快適・安全及び持続可能な社会の構築等の視点と関連を図るた
め、「Ｂ衣食住の生活」及び「Ｃ消費生活・環境」における「働きや
役割」に関する内容の改善



３ 家庭科の各内容項目

Ａ 家族・家庭生活
(1) 自分の成長と家族・家庭生活
ア 自分の成長の自覚、家庭生活と家族の大切さ、家庭との協力

(2) 家庭生活と仕事
ア 家庭の仕事と生活時間
イ 家庭の仕事の計画と工夫

(3) 家族や地域の人々との関わり
ア(ｱ)   家族との触れ合いや団らん

(ｲ) 地域の人々との関わり
イ 家族や地域の人々との関わりの工夫

(4) 家族・家庭生活についての課題と実践
ア 日常生活についての課題と計画、実践、評価



Ｂ 衣食住の生活
(1) 食事の役割
ア 食事の役割と食事の大切さ、日常の食事の仕方
イ 楽しく食べるための食事の仕方の工夫

(2) 調理の基礎
ア(ｱ) 材料の分量や手順、調理計画

(ｲ) 調理器機や食器の安全で衛生的な取扱い、加熱用調理
器具の安全な取扱い

(ｳ) 材料に応じた洗い方、調理に適した切り方、味のつけ方、
盛りつけ、配膳、後片付け

(ｴ) 材料に適したゆで方、いため方
(ｵ) 伝統的な日常食の米飯及びみそ汁の調理の仕方

イ おいしく食べるための調理計画及び調理の工夫
(3) 栄養を考えた食事
ア(ｱ)   体に必要な栄養素の種類と働き

(ｲ) 食品の栄養的な特徴と組合せ
(ｳ) 献立を構成する要素、献立作成

イ １食分の献立の工夫



(4) 衣服の着用と手入れ
ア(ｱ) 衣服の主な働き、日常着の快適な着方

(ｲ) 日常着の手入れ、ボタン付け及び洗濯の仕方
イ 日常着の快適な着方や手入れの工夫

(5) 生活を豊かにするための布を用いた製作
ア(ｱ) 製作に必要な材料や手順、製作計画

(ｲ) 手縫いやミシン縫いによる縫い方、用具の安全な取扱い
イ 生活を豊かにするための布を用いた物の製作計画及び製作
の工夫

(6) 快適な住まい方
ア(ｱ)   住まいの主な働き、季節の変化に合わせた生活の大切さ

や住まい方
(ｲ) 住まいの整理・整頓や清掃の仕方

イ 季節の変化に合わせた住まい方、整理・整頓や清掃の仕方
の工夫



Ｃ 消費生活・環境
(1) 物や金銭の使い方と買物
ア(ｱ) 買物の仕組みや消費者の役割、物や金銭の大切さ、計画

的な使い方
(ｲ) 身近な物の選び方、買い方、情報の収集・整理

イ 身近な物の選び方、買い方の工夫
(2) 環境に配慮した生活
ア 身近な環境との関わり、物の使い方
イ 環境に配慮した物の使い方の工夫



Ⅲ. 家庭科の目標及び内容

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、 衣食住などに関する
実践的・体験的な活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必
要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付け
るようにする。

(2) 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決
方法を考え、実践を評価・改善し、考えたことを表現するなど、課題
を解決する力を養う。

(3) 家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関
わりを考え、家族の一員として、生活をよりよくしようと工夫する実
践的な態度を養う。

【 知識及び技能】

【思考力・判断力・表現力等 】

【学びに向かう力・人間性等 】

１ 家庭科の目標





２ 家庭科の内容構成

(1)内容構成の考え方
〇 小・中・高等学校の内容の系統性の明確化

小・中学校においては
「家族・家庭生活」、 「衣食住の生活」、「消費生活・環境」
に関する三つの枠組みに整理

〇 空間軸と時間軸の視点からの小・中・高等学校における学習
対象の明確化
空間軸の視点：家庭、地域、社会という空間的な広がり
時間軸の視点：これまでの生活、現在の生活、これからの

生活、生涯を見通した生活という時間的な
広がり

〇 学習過程を踏まえた育成すべき資質・能力の明確化
「知識・技能」の習得に係る内容や、それらを活用して「思考

力・判断力・表現力等」の育成に係る内容について整理
〇 現代的な諸問題を適切に解決できる能力を育成できるよう
指導内容を充実・改善



(2)内容の示し方
〇 小・中学校の各内容の系統性の明確化
〇 空間軸と時間軸の視点からの学習対象の明確化

空間軸の視点：主に自己と家庭
時間軸の視点：現在及びこれまでの生活

〇 各内容の各項目で育成する資質・能力の明確化
ア 「知識・技能」の習得に係る事項
イ 「思考力・判断力・表現力等」の育成に係る事項
※イの「思考力・判断力・表現力等」は、アで習得した「知
識及び技能」を活用して育成

〇 一部題材の指定
「Ｂ衣食住の生活」の(2)「調理の基礎」のアの(ｴ)
ゆでる材料として青菜とじゃがいもなどを扱う

「Ｂ衣生活の生活」の(5)「生活を豊かにするための布を
用いた物の製作」
日常生活で使用する物を入れるための袋などの製作

を扱う。



〇 Ａ(4)「家族・家庭生活についての課題と実践」の設定
〇 「生活の営みに係る見方・考え方」との関連を図った内容の
見直し

「Ｂ衣食住の生活」では、住まいの働き
「Ｃ消費生活・環境」では、消費者の役割
※「Ａ家族・家庭生活」の(1)「自分の成長と家族・家庭生
活」のアで触れる「生活の営みに係る見方・考え方」に
おける協力、健康・快適・安全及び持続可能な社会の構
築等の視点との関連を図る。

〇 社会の変化に対応した内容の見直し
ア 「Ａ家族・家庭生活」においては

幼児又は低学年の児童、高齢者など異なる世代の
人々と関わりについても扱う。

イ 「Ｂ衣食住の生活」においては
和食の基本となるだしの役割や季節に合わせた着方

や住まい方など、日本の伝統的な生活について扱う。
ウ 「消費生活と環境」においては
買物の仕組みや消費者の役割について扱う。





３ 家庭科の各内容のねらい及び改訂の要点

ねらい
課題をもって、家族や地域の人々と協力し、よりよい家庭

生活に向けて考え、工夫する活動を通して、自分の成長を自覚し、
衣食住などを中心とした生活の営みの大切さに気付くとともに、
家族・家庭生活に関する知識及び技能を身に付け、日常生活の
課題を解決する力を養い、家庭生活をよりよくしようと工夫する実
践的な態度を育成する。

Ａ 家族・家庭生活



改訂の要点
小・中・高等学校の内容の系統化を図り、少子高齢社会の進展

に対応
〇 家族や地域の人々との関わりとして
幼児又は低学年の児童や高齢者など異なる世代の人々との

関わりについても扱う
中学校における幼児・高齢者に関する学習へ

〇 (4)「家族・家庭生活についての課題と実践」を新設
日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、習得し

た知識及び技能を活用して様々な解決方法を考え、計画を
立てて実践し、課題を解決する力と生活をよりよくしようと工
夫する実践的な態度の育成

〇 (1)のアについては、２学年間の学習の見通しをもたせるガイ
ダンスとして第５学年の最初に履修させる。



ねらい
課題をもって、健康・快適・安全で豊かな食生活、衣生活、住生

活に向けて考え、工夫する活動を通して、食生活、衣生活、住生活

に関する知識及び技能を身に付けるとともに、それらの課題を解決
する力を養い、衣食住の生活をよりよくしようと工夫する実践的な
態度を育成する。

Ｂ 衣食住の生活

改訂の要点
小・中・高等学校の内容の系統性及び学習対象の明確化
〇 生活の自立の基礎として必要な衣食住に係る基礎的・基本的
な知識及び技能を確実に身に付けることができるようにする。
〇 食生活、衣生活、住生活を総合的に捉え、生活の営みに係る
見方・考え方を働かせ、健康・快適・安全で豊かな生活を営む視
点から、衣食住の生活に係る課題を解決する力を養い、日常生
活において実践できるようにする。



ねらい
課題をもって、健康・安全で豊かな食生活に向けて考え、工夫する活動

を通して、食事の役割、調理の基礎、栄養を考えた食事に関する知識及び
技能を身に付け、食生活の課題を解決する力を養い、食生活をよりよくしよ
うと工夫する実践的な態度を育成する。

食生活

改訂の要点
〇 内容を小・中学校ともに食事の役割、栄養・献立、調理の三つに
小学校

(2) 「調理の基礎」
(3) 「栄養を考えた食事」

〇 (1)の「食事の役割」の学習では、「Ａ家族・家庭生活」の(1)のアで触れ
た健康などの視点と関連させて、食事の大切さに気付かせる。
〇 調理に関する基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得を図るた
め、ゆで方においては、一部題材を指定している。
〇 日本の伝統的な食文化の大切さに気付く

米飯及びみそ汁の調理においては、和食の基本となるだしの役割に
触れる。

調理を通して食品を扱った後に、料理や食品をどの

ように組み合わせて食べるのかを学習することにより、
栄養・献立の基礎を確実に習得できるようにする。

青菜、じゃがいも



(3) 調理に用いる食品については、生の魚や肉は扱わないなど、
安全・衛生に留意すること。また、食物アレルギーについても配
慮すること

実習の指導

〇 ２年間を見通した学習計画の作成
・ 平易なものから段階的に学習できるよう計画する。

〇 実習題材について
・ ゆでる材料として青菜やじゃがいもなどの題材を扱う。
・ みそ汁の調理においては、和食の基本となるだしの役割について
も触れる。

◎実習指導にあたって
★ 調理に用いる食品は、安全・衛生に留意する。
★ 生の魚や肉については扱わない。

調理の基礎的事項を学習しておらず、衛生的な取扱いが難しい
★ 食物アレルギーを有する児童について

材料にアレルギーを引き起こす食品が含まれないか
調理器具等に付着していないかなど、児童の状況に応じて、事

故のないよう細心の注意を払う。



ねらい
課題をもって、健康・快適・安全で豊かな衣生活に向けて考え、工夫す

る活動を通して、衣服の着用と手入れ、生活を豊かにするための布を用
いた製作に関する知識及び技能を身に付け、衣生活の課題を解決する
る力を養い、衣生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を育成する。

衣生活

改訂の要点
〇 これまでの「生活に役立つ物の製作」を中学校と同様の「生活を豊
かにするための布を用いた製作」としている。

生活の中にある布を用いた物に関心をもち、布の特徴を生かして
生活を豊かにするための物を考えて製作できるようにするとともに、
生活を楽しもうとする態度の育成につなげる。
★製作における基礎的・基本的な知識及び技術を確実に習得する
ため一部題材を指定している。⇒袋などの製作

〇 衣服の主な働きの学習では、「Ａ家族・家庭生活」の(1)のアで触れ
た健康・快適・安全などの視点と関連させて、衣服の着用、手入れの
大切さに気付かせる。
〇 季節に合わせた着方などにおいて、衣生活文化の大切さに気付くこ
とができる。



ねらい
課題をもって、健康・快適・安全で豊かな住生活に向けて考え、工夫する

る活動を通して、快適な住まい方に関する知識及び技能を身に付け、住生
活の課題を解決する力を養い、住生活をよりよくしようと工夫する実践的な
な態度を育成する。

住生活

改訂の要点
〇 中学校で扱う「住居の基本的な機能」のうち、「風雨、寒暑などの自然か
ら保護する働き」を小学校の「住まいの主な働き」として扱う。
〇 「住まいの働き」の学習を通して、「Ａ家族・家庭生活」の(1)のアで触れ
た健康・快適・安全などの視野と関連させて、住居の大切さに気付かせる。
〇 これまで中学校で扱っていた「音と生活との関わり」を小学校の内容と
した。
・ 騒音については、「Ａ家族・家庭生活」の(3)「家族や地域の人々との
関わり」と関連させて扱うことなどが考えられる。
・ カビ・ダニ等については、小学校の内容「通風・換気」や「清掃」と関
連させて扱うことなどが考えられる。

〇 季節に合わせた住まい方において、住生活文化の大切さに気付くこと
ができるようにする。



ねらい
課題をもって、持続可能な社会の構築に向けて身近な消費生活と環境につい

て考え、工夫する活動を通して、消費生活・環境に関する知識及び技能を身に
付けるとともに、それらの課題を解決する力を養い、身近な消費生活を環境を
よりよくしようと工夫する実践的な態度を育成する。

Ｂ 消費生活・環境

改訂の要点

自立した消費者を育成するために、消費者教育に関する内容の一層の充実を
図っている。
〇 「買物の仕組みや消費者の役割」を新設

中学校における
「売買契約の仕組み」、「消費者の基本的な権利と責任」
「消費者被害の背景とその対応」の基礎となる学習

〇 消費生活と環境に関する学習の関連を図る
限りある物や金銭が大切であること
自分の生活が身近な環境に与える影響に気付く
持続可能な社会の構築に向けて、主体的に生活を工夫できる消費者
としての素地を育てる。

〇 (1)の「消費者の役割」の学習では、「Ａ家族・家庭生活」の(1)のアで触れた
持続可能な社会の構築の視点と関連させて、消費生活や環境に配慮した生
活の大切さに気付くことができる。



Ⅳ. 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 「主体的・対話的で深い学び」の実践に向けた授業改善
〇 主体的な学び
題材を通して見通しをもち、日常生活の課題の発見や解決に取り組んだ
り、基礎的・基本的な知識及び技能の習得に粘り強く取り組んだり、実践を
振り返って、新たな課題を見付け、主体的に取り組んだりする態度を育む学
び。
自分の生活が家庭や地域と深く関わっていることを認識したり、自分の成
長を自覚して実践する喜びに気付いたりすることができる活動を充実させ
る。

〇 対話的な学び
児童同士で協働したり、意見を共有して互いの考えを深めたり、家族や身

近な人々などとの会話を通して考えを明確にしたりするなど、自らの考えを
広げ深める学び。

〇 深い学び
児童が、日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、その解決に

向けて様々な解決方法を考え、計画を立てて実践し、その結果を評価・改
善し、更に家庭や地域で実践するなどの一連の学習過程の中で、「生活の
営みに係る見方・考え方」を働かせながら、課題の解決に向けて自分なりに
考え、表現するなどして資質・能力を身に付ける学び。



２ 各項目に配当する授業時数及び各項目の履修学年
〇 児童や学校、地域の実態等を考慮し、各学校において適切な
授業時数を配当する。
〇 ２年間を見通して履修学年や指導内容を適切に配列する。
〇 「Ａ家族・家庭生活」の(1)のアについては、２学年間の学習の
見通しをもたせるためのガイダンスとして取扱い、第５学年の最
初に履修させる。

３ 「Ａ家族・家庭生活」の(４) 「家族・家庭生活についての課題と実
践」の指導
〇 習得した知識及び技能などを活用し、生活を工夫し、よりよ
い生活に向けて課題を解決する能力と実践的な態度を育む
「Ａ家族・家庭生活」の(２)又は(３)
「Ｂ衣食住の生活」
「Ｃ消費生活・環境」
で学習した内容と関連を図り、２学年間で一つ又は二つの課
題を設定して履修させる。



４ 段階的な題材の配列
Ｂ(２)「調理の基礎」及びＢ(５)「生活を豊かにするための布を用いた

製作」については、基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図り、学
習が無駄なく効果的に進められるようにするために、２学年にわたって
扱う。
〇段階的に題材を配列する

基礎的なものから応用的なものへ
簡単なものから複雑なものへ

５ 題材の構成
〇 育成する資質や能力を明確にし、その育成を図ることができるよう
に、関連する内容の組合せを工夫したり、学習過程との関連を図る。
〇 他教科等との関連を明確にするとともに、中学校の学習を見据え、
系統的な指導ができるよう配慮する。
〇 学習過程との関連については、内容ＡからＣまでの各項目におけ
る指導事項のアで身に付けた「知識及び技能」を指導事項イにおい
て活用し、「思考力・判断力・表現力等」を育み、家庭や地域での実
践につなげることができるよう題材を構成する。



５ 障害のある児童への配慮
家庭科の目標や内容の趣旨、学習のねらいを踏まえ、学習内容

の変更や学習活動の代替えを安易に行うことがないよう留意すると
ともに、児童の学習負担や心理面にも配慮する。
〇 学習に集中したり、持続することが難しい場合
・ 道具や材料を最小限に抑えて準備
・ 整理・整頓された学習環境で学習できるよう工夫

〇 活動への関心をもつことが難しい場合
・ 約束や注意点、手順等を視覚的に捉えられる提示物やカー
ドを明示
・ 体感できる教材・教具の活用

〇 周囲の状況に気が散りやすく、用具を安全に使用することが難
しい場合
・ 作業スペースや作業時間を確保

６ 道徳の時間などとの関連

落ち着いて学
習できるように
する

関心を高める

個別の対応

個別の指導計画の作成



実習の指導

(１) 施設・設備の安全管理に配慮し、学習環境を整備するとと
もに、熱源や用具、機械などの取扱いに注意して事故の防止
の指導を徹底すること
〇 機械類の使い方を含めて実習室の使い方に関する安全規
則を定める。
〇 事故や災害が発生した場合の応急措置や連絡等、緊急時
の対応についても指導の徹底を図る。
〇 設備の安全管理については、指導者が学習前後に機器類
の安全確認を行うとともに、定期的な点検を実施する。

(２) 服装を整え、衛生に留意して用具の手入れや保管を適切に
行うこと
〇 服装については、活動しやすく安全性に配慮したものを準
備して着用するよう指導する。
〇 手指を十分洗うなど衛生面に留意するよう指導する。



(３) 調理に用いる食品については、生の魚や肉は扱わないなど、安全・衛生に
留意すること。また、食物アレルギーについても配慮すること
〇 生の魚や肉は用いない。
〇 卵を用いる場合には、新鮮であることを確認し、加熱調理する。
〇 食物アレルギーについて配慮する。

・ 生徒の食物アレルギーに関する正確な情報の把握に努める。
・ 発症の原因となりやすい食物の管理や、発症した場合の緊急時対応
について各学校の基本方針等を基に事前確認を行うとともに、保護者
や関係機関等との情報共有を確実に行い、事故の防止に努める。
★ 調理実習で扱う食材にアレルギーの原因となる物質を含む食品が
含まれていないかを確認する。
★ 手で触れたり、調理した時の蒸気を吸ったりすることで発症する場
合もあるので十分配慮すること



Ⅴ. 移行措置について
生活、音楽、図画工作、家庭及び体育については、全部又
は一部について新小学校学習指導要領によることができる。


